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大
正
十
一
年
六
月
、
宇
宙
物

理
學
研
究
の
六
め
、
白
分
匡
丈

曲郡

ﾈ
か
ら
来
英
濁
三
國
へ
派
清
旧

ぜ
ら
れ
ろ
僻
令
な
受
け
れ
。
そ

れ
．
で
京
都
に
於
け
ろ
仕
事
に
山
ハ

月
中
に
大
部
分
な
片
付
け
六
〇

七
月
に
匡
信
州
淺
間
山
の
重
力

偏
差
観
測
な
や
つ
索
が
、
之
れ

も
、
其
の
月
末
に
ば
終
る
。
八

月
】
ば
い
ば
輕
井
澤
の
吉
田
氏

方
で
，

九
月
六
日
（
水
）

一
旦
、
京
都
へ
亙
り
、
次
い
で
引
入
爾
日
ぽ
滋
賀
縣
へ
餅
省
、
近
親
に
暇
乞
。

九
日
、
ま
三
山
屈
都
へ
〇

九
月
十
幽
日
（
月
）

午
後
八
時
五
十
分
、
英
子
ご
共
に
京
都
出
尻
O
翌
十
二
日
目
横
丁
着
り

九
月
十
四
日
目
木
）

午
後
二
時
、
多
く
の
友
人
に
見
途
ら
れ
て
、
横
濱
な
出
帆
し
索
O
船
ば
日
本
郵

船
七
千
噸
の
富
山
丸
。
主
定
し
て
貨
物
船
な
の
で
、
吾
々
爾
人
の
外
に
、
船
客

に
唯
一
人
。
船
全
禮
な
我
が
も
の
の
や
う
に
し
て
、
自
由
に
勝
手
に
、
船
員
六

ち
オ
親
し
み
な
が
ら
、
東
へ
く
ε
航
海
為
つ
穿
け
た
Q
・
：
…
・
：
…

　
二
」
に
楓
、
吾
々
一
人
の
在
外
の
生
活
な
、
報
告
的
に
、
．
記
し
て
行
く
こ
章

に
す
ろ
、
o
海
外
所
々
の
特
溺
な
記
事
に
、
別
…
に
丈
た
更
め
て
、
か
く
〇

九
月
＝
十
九
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
横
濱
出
帆
後
、
今
日
で
十
五
ケ
日
。
二
回
シ
ケ
に
會
ひ
、
多
く
に
船
室
に
蟄

居
し
て
、
心
隔
に
ふ
け
つ
れ
が
、
長
く
海
陸
地
建
見
な
い
の
で
、
淋
し
い
。
い

よ
一
今
日
あ
糞
リ
カ
ナ
ダ
の
岸
に
近
づ
い
六
ら
し
い
が
、
霧
が
深
い
の
で
船

に
始
終
、
笛
を
吹
い
て
進
む
。
午
後
五
時
頃
、
右
舷
に
星
條
旗
な
掲
げ
た
燈
盛

船
た
近
く
見
、
始
め
て
陸
の
近
い
の
奄
知
っ
た
。
午
後
六
時
に
に
船
首
の
船
員

に
よ
り
始
め
て
燈
蜜
の
火
心
立
見
し
六
ビ
て
、
船
長
も
大
喜
び
、
船
中
、
「
同

何
ぜ
な
く
活
氣
つ
く
。
夜
、
う
れ
し
く
て
眠
ら
れ
な
い
。
夜
牛
、
船
室
の
窓
か

ぢ
外
な
な
が
め
る
ピ
、
右
岸
に
隔
週
の
小
さ
な
町
の
電
燈
な
見
大
〇

九
月
三
十
日
（
土
）

　
如
覇
⊥
ハ
時
、
畑
船
一
μ
昨
屯
佼
か
ら
泊
つ
げ
」
み
て
、
論
協
疫
贋
來
る
。
輪
協
疫
後
、
由
凪
ち
に
．

出
帆
、
美
し
い
景
色
な
左
右
に
し
て
、
船
ほ
北
へ
東
へ
。

　
午
後
三
時
、
パ
ン
ク
パ
ー
着
。
吾
々
匡
直
ち
に
上
陸
し
て
、
・
ζ
に
始
め
て

外
相
の
地
な
ふ
む
Q
先
づ
郵
便
局
で
始
め
て
外
國
郵
便
為
出
し
、
そ
れ
か
ら
市

街
の
見
物
、
次
で
ソ
ス
ト
ー
ラ
ン
で
晩
食
。
入
昨
蹄
船
。
船
ば
夜
十
時
、
出
帆
、

シ
ア
ト
ル
へ
向
ふ
。

十
月
一
日
（
日
）

　
朝
七
時
、
い
よ
必
、
来
國
の
入
B
の
タ
ウ
ン
ス
エ
ン
ド
灌
沖
で
槍
疫
。
入
時

差
帆
、
ピ
ウ
セ
ソ
ト
・
サ
ウ
ン
ド
の
静
か
な
波
の
上
な
、
船
ば
走
る
。
此
の
朝
、

船
の
機
關
長
に
頼
ん
で
、
機
關
室
の
申
な
見
ぜ
て
貰
つ
カ
。

　
十
一
時
、
シ
ア
ト
ッ
の
日
本
郵
船
綾
橋
に
着
、
税
關
…
吏
ε
移
民
官
の
一
通
り

の
問
答
が
あ
っ
て
後
、
上
陸
9
1
1
氏
ミ
三
人
、
自
動
車
な
雇
ふ
て
、
メ
イ
ン
街

の
ホ
テ
ル
に
入
ろ
。

　
午
後
、
市
街
を
散
歩
。
夕
五
時
、
N
P
の
向
び
側
の
組
合
敏
會
で
安
部
牧
師

に
會
ふ
糞
・
今
日
ほ
聖
日
な
の
で
，
五
時
か
ら
此
所
で
開
か
れ
ろ
英
語
滞
葬
に

ビ
ー
ジ
ー
氏
の
説
教
な
音
く
Q
そ
れ
か
ら
、
一
寸
、
時
間
が
あ
ろ
か
ら
？
＼
安

部
氏
に
案
内
さ
れ
て
下
町
を
見
物
。
四
つ
辻
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
盛
ん
に
路
傍

説
教
が
行
に
れ
て
る
る
の
々
見
、
そ
れ
か
ら
、
「
世
界
第
二
」
ビ
い
ほ
れ
ろ
四
十

三
階
の
ス
ミ
ス
の
高
塔
に
登
っ
て
、
大
シ
ア
ト
ル
の
夜
景
な
眺
め
た
。
・
：
一
入

時
に
に
、
又
、
教
職
で
ト
ロ
ノ
ブ
親
子
の
音
樂
か
き
く
Q

十
月
■
【
日
（
月
）

　
ホ
テ
ル
に
ア
メ
リ
カ
式
で
、
食
事
た
し
て
く
れ
な
い
。
そ
れ
で
朝
起
き
早
々

附
近
の
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
走
う
り

圃
鯖
っ
て
見
れ
ば
、
安
郡
氏
ご
雀
部
氏
芒
下
山
。
書
留
ほ
美
味
に
し
い
日
本
料

理
々
い
六
y
く
》
午
後
ほ
安
部
氏
の
案
内
で
、
市
内
見
物
。
つ
い
で
に
日
本
頒
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事
崎
存
訪
ひ
、
明
日
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
行
の
読
明
な
し
て
萱
ふ
。
夕
方
，
東
ス
。
ブ

ル
ー
ス
街
の
購
，
人
ホ
ー
ム
に
ミ
ス
・
ラ
ム
シ
三
々
訪
ふ
〇

十
月
三
日
（
火
）

　
朝
九
時
、
シ
ア
ト
ル
獲
、
カ
ナ
ダ
・
パ
シ
フ
イ
グ
會
祉
の
プ
噂
ン
セ
ス
・
ヴ
イ

グ
ト
リ
ァ
號
で
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
に
向
ふ
Q
天
氣
は
好
く
、
景
色
ほ
頗
る
上
等
で

あ
っ
た
が
、
風
ほ
寒
か
つ
五
〇
正
午
、
船
の
食
堂
で
、
一
寸
、
ま
ご
つ
く
。
午

後
一
時
雫
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
着
Q
税
關
よ
ろ
し
く
。
直
ら
に
自
働
車
か
雇
っ
て

ド
ミ
ニ
ナ
ン
夫
文
壁
に
行
く
Q
天
文
肇
ほ
既
に
海
上
か
ら
も
見
．
礼
丈
み
れ
け
れ

ざ
、
走
っ
て
見
ろ
オ
、
港
か
ら
に
七
哩
も
あ
っ
て
、
可
な
り
遠
い
、
小
山
の
上

ま
で
車
ば
登
ろ
Q
ド
ー
ム
の
入
口
で
車
た
す
て
、
入
っ
て
案
内
な
乞
へ
ば
潴
ら

顔
の
大
男
が
出
て
來
六
〇
之
れ
が
有
名
な
ハ
ー
パ
！
氏
Q
そ
の
側
に
ク
リ
ス
テ

イ
氏
u
此
の
二
人
に
案
内
さ
れ
て
階
上
の
七
十
二
吋
反
射
吉
祥
鏡
か
見
ろ
。

　
今
日
ば
盗
長
プ
ラ
ス
ヶ
ト
氏
不
在
な
の
で
、
，
ま
糞
明
日
來
ろ
マ
」
言
び
稜
し
て

一
旦
、
市
街
に
引
き
上
げ
、
ド
ミ
ニ
ナ
ン
・
ホ
テ
ル
に
亡
ま
ろ
Q
夕
方
、
街
路
た

散
歩
）

十
月
釜
日
（
水
）

　
今
日
ほ
午
後
「
時
か
ら
、
教
へ
ら
れ
乗
市
外
滑
道
で
天
文
蜜
に
行
く
ー
ー
。

み
ち
一
、
景
色
為
眺
め
な
が
ら
、
行
き
着
い
て
、
盗
長
プ
ラ
ス
ヶ
ト
氏
に
面

會
、
昨
日
の
ハ
ー
バ
ー
氏
も
亦
一
し
ょ
で
、
齪
測
の
こ
ぜ
や
ら
、
h
本
の
話
や

ら
、
お
互
ひ
交
互
に
話
す
。
プ
ラ
ス
ケ
ト
氏
に
大
質
量
星
り
獲
見
に
つ
い
て
、

「
お
め
で
れ
う
」
ビ
お
覗
ひ
な
述
べ
る
ご
、
先
生
大
喜
び
、
早
速
パ
ン
フ
レ
ト
な

呉
れ
カ
。
四
時
、
ハ
ー
バ
ー
氏
が
市
街
へ
剃
る
の
で
其
の
自
働
車
に
の
ゼ
て
貰

び
、
ホ
テ
ル
に
躁
ろ
。
別
れ
ぎ
ば
に
、
豪
長
ぱ
「
今
夜
晴
れ
六
ら
是
非
叉
來
な

さ
い
」
ぐ
」
、
く
り
か
へ
し
曽
ロ
ば
れ
ぬ
け
れ
ぜ
」
、
山
賊
議
了
調
り
9

十
月
五
日
（
木
）

　
午
前
中
、
乗
合
自
働
車
で
市
内
見
物
）

　
午
後
四
畦
、
ヴ
イ
ク
ト
励
ア
嚢
、
夜
九
躁
シ
ア
ト
ル
蒲
。
叉
、
N
p
ホ
テ
ル

に
宿
る
。

十
月
六
日
目
金
）

　
午
後
、
ミ
ス
・
ラ
ム
γ
一
の
紹
介
に
よ
う
ミ
ス
・
マ
カ
ロ
ー
來
訪
。
次
で
、
又

お
隣
り
の
村
上
氏
を
訪
ふ
。
英
子
の
着
物
の
机
談
が
主
な
用
事
で
あ
る
。
四
時

か
ら
，
雀
部
氏
の
自
働
車
に
の
ぜ
て
貰
っ
て
，
ワ
シ
ン
ト
ン
湖
の
岸
な
見
物
Q

食
事
ば
ミ
ス
・
ラ
ム
シ
ー
方
で
．
饗
ぜ
ら
れ
、
そ
れ
か
ら
、
皆
打
揃
っ
て
、
雀
部
氏

宅
々
訪
問
Q
十
晴
頃
ま
で
撒
談
Q
樂
し
い
、
い
そ
が
し
い
日
で
あ
っ
六
Q

十
月
七
目
（
土
）

　
午
前
中
、
村
上
氏
夫
妻
ビ
白
働
軍
で
市
内
見
物
。
ソ
シ
ン
ト
ン
州
立
大
學
た

見
ろ
。

　
正
午
、
雀
部
氏
の
饗
、
懸
た
受
け
、
そ
れ
か
ら
、
又
自
働
車
で
市
街
の
北
部
奄

見
物
。
動
物
園
で
少
し
ひ
ま
恥
ご
つ
れ
。

＋
月
八
日
日
）

　
朝
、
紐
合
敏
會
で
禮
拝
Q

　
正
午
に
ば
敏
會
の
有
志
♂
鳶
口
建
、
そ
れ
か
ら
暫
く
市
街
見
物
Q
大
聖
天
文
蔓

か
見
た
。
こ
・
ば
七
山
ぐ
ら
み
の
小
さ
い
望
斜
向
一
つ
だ
け
の
設
備
ら
し
か
つ

索
が
、
休
口
で
、
中
に
見
ら
れ
な
い
Q

　
夜
ば
教
奇
曲
堂
内
で
、
天
文
講
演
か
し
カ
Q
上
陸
後
之
れ
が
始
め
て
り

十
月
九
日
（
．
月
）

　
朝
九
．
時
十
五
分
、
ユ
ニ
ナ
ン
停
車
場
に
て
、
γ
カ
ゴ
・
ミ
ル
チ
ー
キ
ー
・
セ
ン

ト
ボ
ー
ッ
鐵
溢
の
ナ
リ
ン
ビ
ツ
グ
號
に
搭
乗
、
多
く
の
人
々
に
見
逡
ら
れ
て
、

始
め
て
の
大
陸
族
譜
に
出
憎
し
カ
。
況
し
て
暫
く
の
間
ほ
カ
ス
ケ
イ
ド
山
の
秋

色
頗
ろ
美
し
か
っ
た
が
、
午
後
か
ら
ロ
廣
々
こ
し
兎
為
業
を
走
ろ
の
で
退
屈
で

あ
っ
允
Q
食
事
ほ
、
あ
ら
か
じ
め
持
ら
込
ん
だ
辮
常
で
す
表
す
。
夕
方
、
ス
ポ

ー
ケ
ン
に
一
蓋
間
停
本
。
夜
ば
九
時
、
般
蔓
車
に
入
ろ
。

十
月
十
日
門
火
“

　
終
目
口
、
汽
車
戊
走
ろ
Q
ロ
ソ
キ
i
慮
か
・
b
大
砂
漠
へ
O
L
無
趣
味
な
芝
甚
だ
こ
〇

十
月
十
■
日
’
水
、

　
南
北
ダ
コ
タ
の
境
界
存
束
ヘ
ノ
、
o
砂
漠
匡
沁
け
九
が
、
や
匡
リ
人
家
ば
極

め
て
少
な
い
Q
夜
牛
、
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
ご
セ
ン
ト
ポ
ー
ッ
の
双
子
市
に
停
車
し

て
、
俄
か
に
文
明
の
空
氣
に
隅
れ
糞
や
う
な
氣
が
ず
る
Q
明
日
ば
い
よ
ー
シ

カ
ゴ
着
。

十
月
十
二
E
（
木
）

　
朝
九
時
、
ミ
蒔
チ
ー
キ
ー
市
か
通
過
。
十
…
時
牛
、
シ
カ
ゴ
の
ユ
ニ
ナ
ン
停

車
場
着
。
車
か
ら
出
て
見
膿
ば
，
口
本
人
青
年
會
の
島
津
氏
が
出
迎
．
礼
て
下
さ

つ
れ
Q
大
喜
び
。
そ
れ
か
ら
、
早
速
、
タ
キ
シ
に
乗
っ
て
、
青
年
會
館
に
入
る
。

　
自
働
車
の
窓
か
ら
見
た
シ
カ
ゴ
の
街
々
の
恐
ろ
し
い
光
景
。
し
か
し
着
い
糞
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此
の
青
年
平
館
ほ
全
く
H
本
の
青
年
六
ち
ぽ
か
り
で
占
領
し
で
、
み
ろ
の
で
、
大

へ
ん
に
嬉
し
い
Q

　
午
後
，
A
氏
の
案
内
で
、
早
速
、
市
街
の
見
物
に
出
か
け
、
ブ
イ
膨
ド
博
物

館
や
、
ミ
シ
ガ
ン
通
り
の
美
術
館
な
ご
な
見
、
夕
方
郎
ろ
。

　
し
か
し
市
内
見
物
よ
り
も
、
先
づ
ヤ
ー
キ
ー
ス
の
方
の
都
合
が
如
何
で
あ
ろ

か
。
之
れ
が
氣
に
な
ス
Q
そ
れ
で
島
津
氏
の
助
言
で
、
今
夜
、
天
文
豪
長
フ
ロ

ス
ト
氏
へ
左
の
電
報
た
打
つ
☆
o

「
妻
同
溢
に
て
只
今
シ
カ
ゴ
着
。
御
指
定
に
よ
り
何
時
に
て
も
滲
上
寸
。
御
都

合
如
何
。
シ
カ
ゴ
青
年
會
に
て
ヤ
マ
モ
ト
。
」

十
月
＋
三
日
（
金
）

朝
九
時
、
突
然
、
フ
・
ス
ト
氏
か
ら
電
話
が
か
、
つ
六
。
直
ぐ
今
日
午
後
來

い
定
の
こ
オ
。
ナ
ー
ラ
イ
。
空
士
そ
の
聖
上
I
f
ご
い
っ
て
も
、
一
目
ぱ
兎
に

か
く
初
見
由
参
の
御
挨
拶
が
目
的
な
の
で
、
主
な
荷
物
ほ
蓮
ば
な
い
。
午
後
三
時

四
十
五
分
、
シ
カ
ゴ
北
西
停
軍
場
か
ら
汽
車
に
の
り
、
同
五
時
五
十
五
分
、
ウ

イ
可
ア
ム
ス
ベ
ー
着
Q
そ
の
場
で
フ
ロ
ス
ト
氏
ミ
同
夫
人
書
に
迎
．
乳
ら
れ
、
直

ち
に
自
働
車
で
天
丈
盗
に
蓮
ば
れ
る
。
美
し
く
燈
の
つ
い
て
み
る
天
文
豪
の
外

側
を
一
ま
ほ
り
廻
つ
乗
後
，
今
夜
御
厄
介
の
ヴ
ン
．
ビ
ー
ス
プ
ツ
ク
教
授
の
宅

に
案
内
さ
れ
、
同
家
の
家
族
の
人
々
に
迎
へ
ら
れ
、
直
ち
に
古
画
。
そ
れ
か
ら

取
敢
へ
す
「
天
文
皇
へ
」
建
、
同
教
授
の
案
内
か
し
て
貰
つ
六
。
こ
」
で
ほ
有
名

な
大
四
十
吋
、
そ
れ
か
ら
各
員
の
室
な
ご
を
案
内
さ
れ
邑
、
圖
書
入
至
へ
來
索
時
、

フ
。
ス
ト
弓
長
為
始
め
、
バ
ー
ナ
ー
ド
教
授
、
り
－
氏
、
ス
ト
ル
ー
フ
ェ
氏
等

馬
來
ら
れ
、
暫
く
雑
談
、
九
時
牛
、
元
の
ヴ
ァ
ン
．
ビ
ー
ス
プ
ル
グ
教
授
の
宅

に
回
り
、
二
階
の
一
室
に
眠
る
。

十
月
十
四
日
（
土
）

　
天
丈
姦
の
再
々
に
一
通
り
の
挨
拶
ば
終
り
、
宿
亡
し
て
に
ヴ
ン
．
ビ
ー
ス
プ
ツ

〃
教
授
の
宅
に
下
宿
す
る
こ
ミ
ま
で
豫
定
さ
れ
て
る
る
の
で
、
今
日
匡
朝
早
く

シ
カ
ゴ
の
青
年
會
に
赤
り
、
改
め
て
、
二
三
日
の
中
に
荷
物
な
ご
纒
め
て
や
っ

て
來
る
ピ
す
ろ
。

　
今
朝
の
汽
車
に
ほ
、
天
文
藁
の
バ
レ
ソ
ト
教
授
ご
同
車
し
力
六
め
、
臣
事
好

都
合
で
あ
っ
☆
。
シ
カ
ゴ
着
ほ
午
前
九
時
四
十
分
、
そ
れ
か
ら
，
バ
ス
で
マ
ア

シ
ヤ
ル
フ
イ
ル
ド
へ
行
き
、
二
三
買
物
々
し
、
午
後
三
時
頃
、
青
年
會
に
聾
着

し
六
。

　
午
後
五
時
、
　
招
か
れ
て
、
、
　
マ
　
デ
ソ
ン
。
バ
ー
ル
の
口
口
本
寺
士
口
氏
た
訪
ひ
、
　
晩
餐

な
饗
ゼ
ら
れ
、
十
畦
頃
ま
で
雑
談
し
カ
Q

十
月
十
五
日
（
日
）

　
朝
十
…
時
、
青
年
會
の
次
田
氏
の
御
案
内
で
、
第
四
長
老
敷
會
へ
禮
舞
に
行

き
、
飛
来
し
て
始
め
て
の
外
人
学
才
の
、
殊
に
シ
カ
ゴ
宥
数
の
立
派
な
儀
式
な

見
糞
。
英
子
ば
宿
に
み
る
。

　
夕
、
島
津
主
事
宅
に
招
か
れ
て
晩
餐
。
入
時
か
ら
艮
青
年
會
内
の
説
敷
會
に

列
し
、
柏
木
氏
の
講
話
か
き
い
カ
。

十
月
十
六
日
（
月
）

　
午
前
中
、
島
津
夫
人
の
御
案
内
で
、
三
人
つ
れ
で
下
町
へ
買
物
に
行
つ
六
Q

ウ
イ
リ
ア
ム
ス
ベ
ー
で
差
當
り
必
要
な
も
の
を
買
ふ
G

　
午
後
、
白
毛
だ
け
、
約
衷
に
よ
り
、
塚
本
氏
に
案
内
さ
れ
て
、
シ
カ
ゴ
大
學

に
行
き
、
ラ
イ
ア
ソ
ン
物
理
學
館
の
中
か
見
、
マ
ク
ミ
ラ
ン
、
マ
イ
ケ
ル
ソ
ン

両
教
授
に
會
ひ
、
又
、
理
財
館
で
マ
シ
ウ
ス
教
授
に
穿
つ
ぬ
。

　
夜
、
英
子
ε
共
に
散
歩
に
出
か
け
、
テ
デ
リ
館
で
活
鋤
爲
眞
た
見
る
。

十
月
十
七
日
〔
火
）

　
朝
、
荷
作
り
、
ト
ラ
ン
〃
「
っ
ご
、
皮
カ
バ
ン
四
個
か
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
ベ
ー

へ
登
書
す
b
午
晶
剛
十
一
時
、
約
束
に
よ
り
、
m
畢
澗
掬
で
シ
カ
ゴ
大
型
・
へ
門
σ
斗
・
、
塚

本
氏
に
、
白
目
の
績
き
の
案
内
を
し
て
貰
つ
れ
Q
午
後
三
時
か
ら
ば
、
下
町
に

行
き
、
ミ
シ
が
ン
通
り
に
、
H
本
領
事
館
な
訪
ひ
、
來
着
着
な
出
し
、
桑
島
領

事
に
面
詰
し
六
。

　
麟
途
、
シ
カ
ゴ
劇
場
で
、
下
町
の
代
表
的
ナ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
間
く
。

十
月
十
八
日
〔
水
㌔

　
い
よ
ー
シ
カ
ゴ
引
き
上
げ
Q
朝
早
く
、
島
津
氏
に
迭
ら
れ
て
、
北
西
停
車

場
か
ら
、
八
昨
十
五
分
の
列
車
で
出
嚢
し
六
。
此
の
列
車
ば
直
行
で
な
く
、
途

中
、
ク
可
ス
タ
ル
・
レ
ー
キ
騨
で
莱
換
へ
為
し
六
が
、
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
・
ぺ
一
に

に
十
一
暗
十
五
分
に
池
幽
い
て
、
、
ヴ
ン
・
ビ
・
ー
ス
プ
〃
グ
氏
マ
」
．
ハ
ー
ク
ハ
ー
ス
↑

教
授
ミ
に
迎
え
ら
れ
、
直
ち
に
自
働
ド
で
、
天
文
墓
構
内
の
ヴ
ン
．
ピ
ー
ス
プ
ル

〃
雑
訴
へ
運
ば
れ
た
C

　
午
後
匡
荷
物
た
解
き
、
室
内
の
整
理
l
I
こ
れ
で
横
濱
出
帆
以
來
、
（
或
う
も

の
ば
輕
井
澤
以
遠
）
の
荷
な
解
き
、
始
め
て
、
ホ
ッ
ト
、
落
付
い
大
心
地
に
な

つ
六
。
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夜
ば
晴
れ
て
み
た
の
で
、
天
丈
峯
へ
出
か
げ
、
ス
ト
ル
ー
フ
ェ
氏
に
＋
二
吋

望
遠
鏡
室
や
屋
根
上
の
諸
設
備
な
見
ぜ
て
貰
つ
力
後
、
四
十
吋
望
遠
鏡
室
に
入

．今

ﾄ
、
ゲ
ン
・
ビ
ー
ス
プ
ル
グ
氏
が
覗
差
の
崇
高
齪
面
々
し
て
ゐ
ら
れ
る
の
な

暫
く
趨
勢
。

十
．
月
十
九
日
（
木
）

．
今
日
か
ら
、
毎
口
繰
夜
，
都
合
さ
へ
好
け
れ
ば
天
文
豪
へ
行
く
、
自
分
の
．
士

ば
岡
書
室
の
向
ひ
側
で
、
ス
ト
ル
ー
フ
エ
氏
の
室
亡
、
爲
古
曲
ビ
の
問
の
室
な

與
へ
ら
れ
、
フ
ロ
ス
ト
豪
長
ぼ
「
ミ
セ
ス
・
ヤ
マ
モ
ト
も
此
所
へ
來
て
研
究
し
な

さ
い
」
ぐ
」
言
っ
て
、
席
を
一
つ
作
っ
て
下
さ
つ
索
Q
京
都
出
獲
以
來
、
一
ケ
月

孚
、
全
く
、
天
文
の
瀧
會
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
ゐ
糞
の
で
、
今
、
着
早
々
、
先
づ

圖
堂
、
至
で
新
着
の
諸
報
告
に
眼
を
通
す
の
で
歌
、
間
ほ
終
づ
カ
。

　
し
か
し
、
夜
匡
、
よ
く
晴
れ
て
み
ろ
空
奄
見
す
て
る
こ
定
が
出
來
な
い
の
で

十
二
吋
望
遠
鏡
な
用
ゐ
、
愛
光
星
の
光
度
た
行
ふ
ご
ぐ
ミ
し
、
す
ぐ
今
夜
か
ら

始
め
ろ
。
i
一
ず
る
マ
・
ま
こ
ビ
に
不
思
議
に
、
叉
、
嬉
し
い
こ
ε
に
匡
、
今
夜

白
鳥
の
s
s
星
か
檜
大
し
て
み
る
の
な
鰻
見
し
た
。
庇
の
騒
士
、
京
都
以
來
、

自
分
に
偽
塚
の
深
い
星
で
あ
ソ
る
が
、
A
■
こ
の
ヤ
ー
キ
ー
ス
へ
來
て
置
ハ
の
第
一
山
佼
に

又
、
此
の
星
為
見
ろ
建
に
、
實
に
馬
田
心
議
の
至
り
で
あ
る
G
ε
に
か
く
幸
先
匡

好
e
！

十
月
二
十
日
〔
金
）

　
今
口
も
書
の
間
ば
圖
書
室
で
勉
強
。
午
前
十
時
η
i
氏
に
四
十
吋
望
遠
鏡
に

よ
う
太
陽
分
光
爲
旨
呉
撮
影
奄
見
ぜ
て
貰
ふ
Q
夜
、
十
二
吋
の
ド
ー
ム
に
馳
け
上

っ
て
攣
光
星
か
槻
測
し
六
〇
そ
れ
か
ら
、
特
に
今
夜
に
、
此
の
ウ
イ
リ
ア
ム
ス

ベ
ー
村
の
小
學
校
講
堂
に
、
歴
史
二
毛
の
活
勤
．
爲
眞
が
あ
ろ
こ
い
ふ
の
で
、
吾

等
二
人
ぽ
ミ
ス
・
ヴ
ン
ビ
ー
ス
プ
ル
ク
に
点
れ
ら
れ
．
て
行
く
Q
す
ろ
ピ
、
天
交

峯
の
バ
ー
ナ
ー
ド
教
授
も
濁
り
で
見
に
來
て
る
ら
れ
た
Q
爲
眞
ほ
米
國
南
北
戦

宰
の
絃
で
、
大
統
領
リ
ン
カ
ー
ン
の
暗
殺
さ
れ
る
ぐ
」
こ
ろ
、
奴
隷
解
放
、
そ
れ

か
ら
キ
ユ
・
〃
ル
ク
ス
團
の
起
り
な
ご
、
面
白
か
つ
六
Q

十
月
二
十
欄
日
．
〔
土
）

　
今
日
も
書
の
間
一
／
圖
書
室
で
勉
強
Q

　
夕
食
後
、
ご
ノ
ビ
ー
氏
為
始
め
、
家
族
一
同
ミ
共
に
、
蓄
音
機
に
合
匡
ぜ
て

室
内
禮
操
。
二
・
れ
か
ら
ヴ
ン
ビ
ー
氏
ぜ
向
分
書
ば
天
丈
塵
へ
。

．
今
夜
，
バ
レ
ツ
ト
氏
ほ
小
學
敷
師
を
七
八
人
案
内
し
て
、
星
を
見
ぜ
て
る
ら

れ
た
Q

十
月
二
†
＝
日
〔
日
）

　
今
日
ば
始
め
て
此
の
村
℃
の
口
繕
H
で
、
朝
十
時
牛
、
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
教

授
夫
奏
に
連
れ
ら
れ
て
教
愈
へ
行
く
。
此
の
村
に
に
奮
敏
の
｝
教
會
の
外
に
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
ば
組
合
教
資
か
一
つ
あ
ろ
ば
か
り
。
牧
師
に
天
文
に
線
の
深

い
名
の
ニ
ウ
カ
ム
氏
Q

　
朝
十
一
時
雫
か
ら
ほ
同
じ
敬
會
堂
の
中
で
行
ほ
れ
て
み
ろ
日
曜
學
校
か
滲
観

す
。
此
の
日
曜
學
校
に
ほ
大
人
も
、
多
く
禮
拝
か
ら
居
残
っ
て
数
へ
を
受
け
て

み
ろ
。

　
午
後
、
一
寸
、
ひ
る
わ
Q
三
暗
頃
、
バ
ー
ナ
ー
ド
聴
罪
ぜ
こ
・
、
ス
・
カ
ル
ブ
ー
争

亡
が
來
訪
ぜ
ら
れ
カ
Q
こ
う
し
て
新
組
者
を
訪
ね
て
來
ろ
の
が
「
ア
メ
リ
カ
式
」

で
あ
る
そ
う
な
Q
吾
々
ほ
囚
蒔
頃
、
η
－
氏
を
訪
ね
た
，

夜
ぱ
曇
り
。
食
後
、
室
内
で
語
學
遊
び
。

十
月
二
十
三
日
〔
月
）

　
今
口
ほ
午
後
、
バ
ー
ナ
ー
ド
…
教
授
に
ブ
ル
ー
ス
爲
眞
望
遠
鏡
な
見
ゼ
て
貰
つ

カ
Q

　
午
後
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
コ
ペ
ン
ハ
ゲ
ン
天
文
帯
か
ら
電
報
が
來
て
、
ド
イ
ソ

の
ハ
ン
ブ
ル
グ
天
丈
塵
の
バ
ー
デ
氏
が
新
辣
星
た
獲
見
し
六
こ
ご
ん
知
ら
ゼ
て

來
れ
。
之
れ
で
天
文
豪
に
俄
か
に
活
氣
付
き
、
ヴ
ン
ビ
！
氏
ほ
直
ぐ
其
の
観
測

舞
扇
に
か
・
ら
れ
る
。
空
ほ
晴
れ
、

　
夕
食
後
、
ヴ
ン
ビ
i
氏
ご
白
分
ご
ば
十
二
吋
ド
ー
ム
へ
上
っ
て
，
望
蓮
鏡
か

れ
ら
ふ
中
、
果
し
て
白
鳥
星
座
の
｝
角
に
葺
星
の
あ
ろ
の
か
見
力
。
光
ば
十
等

ぐ
ら
ゐ
、
直
ち
に
測
微
観
測
Q
－
1
こ
れ
ば
好
い
も
の
が
天
か
ら
舞
ひ
込
ん
だ

も
の
だ
。
「
瞑
れ
ば
貴
君
の
観
測
土
か
ら
も
、
好
い
日
的
で
あ
ろ
」
亡
ヴ
ン
ビ
ー

氏
も
言
ば
れ
ろ
。

十
月
二
十
四
日
〔
火
）

　
正
午
、
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
由
教
授
に
ツ
ァ
イ
ス
製
六
二
の
天
髄
カ
メ
ラ
装
概
た

見
ゼ
て
貰
ふ
。

　
山
佼
、
自
分
陣
μ
濁
り
で
山
一
二
吋
ド
ー
ム
へ
ト
由
n
ワ
、
バ
1
デ
彗
星
な
期
概
㎜
測
Q
そ
れ

か
ら
後
、
ブ
ン
ビ
i
氏
が
二
呪
反
射
鏡
で
同
彗
星
准
撮
影
ゼ
ら
れ
る
の
か
手
傳

つ
六
。
曝
露
俵
二
十
四
分
。
舞
星
1
／
よ
く
爲
り
、
可
実
り
な
尾
か
見
ゼ
て
る
ろ
。

十
月
二
十
五
日
（
水
）
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今
日
に
午
前
も
午
後
も
、
ヴ
ン
ビ
ー
、
ス
ト
ツ
フ
エ
爾
…
氏
ビ
共
に
バ
」
デ
彗

星
の
軌
道
計
算
。

　
夕
方
、
り
1
夫
人
の
自
働
車
に
、
の
ゼ
て
貰
っ
て
、
吾
々
二
人
ば
近
郊
を
乗
り

ま
に
つ
六
。

　
夜
、
晴
∪
白
分
ぼ
十
二
吋
で
彗
星
観
測
例
の
通
り
。
午
後
十
時
か
ら
に
バ
ー

ク
ハ
ー
ス
ユ
教
授
が
四
十
吋
で
光
慶
の
篇
萸
親
測
ぜ
ら
れ
る
の
な
手
書
ふ
。
二

時
牛
差
脚
。

十
月
二
十
剛
ハ
E
n
木
、
｝

　
今
口
も
彗
星
軌
疸
の
計
算
の
つ
ダ
き
々
や
る
Q
午
後
に
終
ろ
。
之
れ
に
よ
ろ

亡
、
此
の
パ
ー
デ
彗
星
に
去
六
日
に
、
近
日
黙
々
通
過
し
れ
も
の
ら
し
く
、
近

日
鮎
距
離
が
二
（
天
丈
軍
位
）
以
上
の
不
思
議
な
も
の
・
・
ぐ
あ
る
。
午
後
四
昨
フ
ロ

ズ
ト
…
家
ミ
共
に
、
白
働
車
で
ヲ
ル
チ
ス
村
へ
散
歩
り
夕
食
ほ
フ
ロ
ス
ト
氏
方

で
饗
ぜ
ら
れ
ろ
。

　
今
口
、
バ
ー
ナ
ー
ド
敏
授
か
ら
美
し
い
林
檎
た
暑
い
象
の
で
、
御
禮
に
行
き

つ
い
で
に
自
分
ご
中
村
氏
芝
の
ウ
擁
ネ
ケ
流
星
襯
測
報
告
層
差
上
げ
表
ら
、
同

教
授
感
大
に
喜
ば
れ
、
更
に
叉
其
の
返
禮
に
、
．
同
敏
授
の
近
署
「
新
星
論
レ
か
貰

．
つ
．
た
。

　
夜
、
華
星
槻
測
．

十
且
二
十
七
日
（
金
）

　
．
今
ロ
ば
フ
・
ス
ト
氏
乳
ワ
ン
ビ
ー
氏
ご
ば
朝
早
く
シ
カ
ゴ
へ
行
か
れ
表
Q
午

後
一
蒔
か
ら
、
吾
ヶ
二
人
に
パ
ー
ル
バ
ー
ス
ト
教
授
の
自
働
車
に
の
ぜ
て
貰
っ

て
レ
ー
キ
。
ジ
ェ
ネ
バ
市
へ
行
き
、
銀
行
預
金
や
買
物
な
ご
し
索
O

　
夜
、
難
星
観
測
。
但
し
雲
が
多
く
、
月
も
明
ろ
く
て
困
難
（
六
〇

十．

雌
�
¥
八
．
日
（
土
〕

　
今
日
ほ
久
し
ぶ
げ
で
暇
を
得
て
手
紙
か
き
。
英
子
匡
下
腹
が
痛
む
ご
て
午
後

就
．
床
。

　
夕
方
、
ゲ
ン
ビ
ド
氏
ぼ
シ
カ
ゴ
か
ら
蹄
ら
れ
カ
。
．

十
月
圏
■
十
九
日
ハ
日
）

　
宝
島
が
病
床
に
み
る
の
で
、
終
日
在
室
。
．
正
午
ソ
ー
キ
ジ
エ
、
粂
か
ら
讐
師

來
ろ
。
読
書

十
月
三
十
日
一
月
）

　
．
．
今
既
涛
ら
げ
ン
ビ
｝
敏
．
撹
の
言
に
よ
り
噛
「
星
の
繊
麗
の
窮
眞
凝
霜
の
精
度
研

究
」
な
始
め
ろ
こ
ビ
建
な
り
。
今
日
ば
先
づ
屋
上
の
二
古
身
眞
儀
で
得
六
北
極

板
准
渡
さ
れ
カ
Q
之
れ
の
中
で
適
當
な
星
奄
選
び
、
其
の
配
置
圖
な
ご
作
ろ
の

が
今
口
の
仕
事
で
あ
っ
カ
Q

　
英
子
ほ
藥
奄
飲
み
つ
㌧
、
就
床
し
て
み
る
。

　
使
、
蝶
星
観
測
。

十
月
】
昌
十
一
日
〔
火
）

　
今
日
、
又
、
レ
ー
キ
セ
ネ
パ
か
ら
磐
師
が
來
索
。
英
子
ば
大
に
快
方
で
、
今

夕
か
ら
食
卓
に
出
席
す
ろ
G

　
午
後
、
白
分
ほ
北
極
板
矩
測
定
す

　
夜
、
曇
り
。
ゲ
ン
ビ
ー
一
家
ビ
カ
〃
タ
遊
び
。

「
天
文
通
信
」
を
読
み
で

岡
　
山

そ
の
三

水
　
野
　
千
　
里

　
　
　
天
　
の
　
美
観

甲
、
冬
に
険
く
花
Q
夏
の
夕
方
に
見
え
ろ
星
ば
多
く
の
人
々
に
知
ら
れ
牽
牛
、

　
織
女
メ
そ
の
第
】
で
あ
ろ
Q
し
か
し
天
の
美
し
い
の
1
／
地
球
上
の
最
も
淋
し

　
い
茱
k
、
オ
ー
ー
ナ
ン
星
座
か
中
心
に
並
ん
で
居
る
多
く
の
星
座
匡
全
品
．
に
一

　
等
星
が
八
ソ
も
あ
り
ニ
等
星
が
十
以
上
あ
っ
て
「
年
中
で
最
も
う
る
に
し
い

　
暗
で
あ
ろ
。

乙
、
星
の
展
魔
會
9
素
人
が
澤
山
に
煎
ん
で
居
ろ
星
を
見
て
も
同
じ
標
に
感
ず

　
ろ
が
決
し
て
さ
う
で
に
な
く
」
一
ツ
ー
シ
形
が
違
い
、
色
が
蓮
ひ
、
光
の
大

　
小
の
匠
別
が
め
る
寸
」
云
ふ
澤
で
、
な
か
一
複
雑
な
も
の
笑
專
門
家
に
云
は

　
す
ご
、
世
間
の
人
々
の
顔
が
違
っ
て
居
ろ
様
に
沈
丁
何
萬
マ
」
い
ふ
星
が
決
し

　
て
二
つ
ご
同
じ
4
－
の
匡
な
い
。
空
の
星
か
観
ろ
の
に
展
萱
野
℃
い
ろ
く
な

　
も
の
葎
観
ろ
の
、
し
珂
一
で
あ
る
の
で
あ
る
。
光
度
が
異
な
り
、
光
の
攣
化
す

　
る
も
の
か
あ
ろ
し
、
色
が
種
々
あ
っ
六
り
，
星
雲
も
あ
．
れ
げ
左
團
も
浅
ろ
Q

　
二
重
星
も
あ
れ
ば
連
星
も
あ
ろ
Q

丙
、
星
の
毒
命
Q
流
星
の
加
く
忽
ち
覗
ほ
れ
忽
ち
清
え
去
ろ
も
の
で
ば
な
く
何


